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第１回分科会での審議を踏まえて事務局で整理した「各行政分野の課題（案）」及び 

その課題（案）を踏まえて事務局で整理した「目指すべき方向性（案）」の見方 

 

 

〔⾏政分野：男⼥共同参画〕

第1回分科会での御意見
分科会での御意見等を踏まえて
修正・整理した課題（案）

（下線部分：修正・追加箇所）

課題（案）から整理した
目指すべき方向性（案）

【事務局案】

【男女共同参画】

①今後の課題

○引き続き男女共同参画意識の醸成を進めていくとと
もに、職場等における男女共同参画への理解を促進
し、女性の一層の社会参画を図っていく必要がありま
す。

○男女共同も良いが、女性の社会進出によって晩婚化
の実態も出てきている。少子化にもつながるので、Ｐ
Ｒの仕方を考える必要がある。
⇒【男女共同を否定するものではなく、周知の仕方に
ついてのアドバイスなので、課題には反映させな
い。】

○引き続き男女共同参画意識の醸成を進めていくとと
もに、職場等における男女共同参画への理解を促進
し、女性の一層の社会参画を図っていく必要がありま
す。

【男女共同参画の推進】
○全ての人が互いに支え合いながら対等に参画でき
る、男女共同参画社会の形成を促進します。【市民
部】

②踏まえるべき環境変化

○「青森市男女共同参画推進条例」の施行（平成30年
4月1日）

各⾏政分野の課題（案）及び目指すべき⽅向性（案）【第３分科会】

これまでの総合計画に基づく施策の取組に関して
各部局から出された課題と踏まえるべき環境変化

【市民意識調査結果（速報値）】 問13-④
「市では、「青森市男女共同参画推進条例」を制定し、

本年4月に施行しましたが、あなたは、男女共同参画の

環境・意識が職場や家庭に浸透していると思います

か」

１.大いにそう思う [2.2％]

２.どちらかといえばそう思う [9.4％]

３.普通 [32.9％]

４.あまりそう思わない [40.8％]

５.全くそう思わない [13.4％]

無回答 [1.3％]

⇒上記、課題（案）に包含

【第１回分科会で提示した課題（案）】 

○後期基本計画の各施策のフォローアップで

整理した課題・環境変化を行政分野ごとにまと

めて記載しています。 

 

【第１回分科会での委員からの御意見】 

○第１回分科会での委員からの御意見の内、課

題に反映させた御意見を要約して記載してい

ます。 

○なお、右の課題（案）に反映させた部分を下

線で記載しています。 

 

【第１回分科会での御意見を踏まえて 

修正・整理した課題（案）】 

○第１回分科会での委員からの御意見を踏

まえて事務局において修正・整理した課題

（案）を記載しています。 

○なお、修正・追加した部分を下線で記載し

ています。 

 

【審議①で議論していただく部分です】 

 

【課題（案）から整理した 

目指すべき方向性（案）】 

○第１回分科会での御意見を踏まえて修正・整

理した課題（案）を基に、事務局で整理した目

指すべき方向性（案）を記載しています。 

 

 

【審議②で議論していただく部分です】 

 



〔⾏政分野：まちづくり〕

第1回分科会での御意見
分科会での御意見等を踏まえて

修正・整理した課題（案）
（下線部分：修正・追加箇所）

課題（案）から整理した
目指すべき方向性（案）

【事務局案】

①今後の課題

【効率的で計画的な土地利用の推進】

○医療・商業等の都市機能の立地の促進を図るこ
とにより、人口減少・少子高齢化の中にあって
も、市民が持続的に生活サービスを享受できる多
極型の都市構造を目指す必要があります。

○医療・商業等の都市機能の立地の促進を図るこ
とにより、人口減少・少子高齢化の中にあって
も、市民が持続的に生活サービスを享受できる多
極型の都市構造を目指す必要があります。

○適正な土地利用を推進するとともに、公共交通
ネットワークとの連携によるコンパクトな複数の
拠点づくりと居住や都市の生活を支える都市機能
の立地を促進します。

○人口減少・少子高齢化などの環境変化に対応し
た持続可能な都市構造への再構築を図る必要があ
ります。

○【削除】上記の課題に含まれているため。

○適正な土地利用の推進や計画的な都市基盤の形
成を図る必要があります。

○持続可能な都市構造への再構築を図るため、適
正な土地利用の推進や計画的な都市基盤の形成を
図る必要があります。

これまでの総合計画に基づく施策の取組に関して
各部局から出された課題と踏まえるべき環境変化

各⾏政分野の課題（案）及び目指すべき⽅向性（案）【第４分科会】

【まちづくり】

【市民意識調査結果（速報値）】 問15-①
「あなたは、青森市所有の道路、橋粱、下水道な

どの公共インフラが整備されていると思います

か」

１.大いにそう思う [3.4％]

２.どちらかといえばそう思う [19.6％]

３.普通 [44.6％]

４.あまりそう思わない [25.6％]

５.全くそう思わない [5.1％]

無回答 [1.7％]

⇒上記、課題（案）に包含
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第1回分科会での御意見
分科会での御意見等を踏まえて

修正・整理した課題（案）
（下線部分：修正・追加箇所）

課題（案）から整理した
目指すべき方向性（案）

【事務局案】

①今後の課題

これまでの総合計画に基づく施策の取組に関して
各部局から出された課題と踏まえるべき環境変化

【まちづくり】

【自然環境と調和した都市景観の形成】

○市民・事業者・行政が一体となって今後も良好
な景観づくりを推進する必要があります。

○青森らしい魅力ある景観形成に向け、市民・事
業者・行政が一体となって良好な景観づくりを推
進する必要があります。

○都市景観に関する意識醸成や緑化活動の推進な
どにより、市民・事業者・行政が一体となって、
豊かな自然環境と調和した良好な都市景観の形成
を図ります。

○もっと市民に協力を仰ぐような緑化運動を展開
していただきたいことから、もう少し具体的な施
策の方法を書き込んでみてはどうか。⇒【課題に
反映】

○緑豊かな潤いのある都市づくりに向け、市民と
行政が連携し緑化活動の推進を図る必要がありま
す。

【安全で快適な住まいの確保】

○住宅に関する支援制度の普及啓発、空家をはじ
めとする既存住宅ストックの有効活用について取
り組んでいくなど、住宅の質的向上に努める必要
があります。

○市民の住生活の安定の確保と向上の促進に向
け、住宅に関する支援制度の普及啓発、空家をは
じめとする既存住宅ストックの有効活用について
取り組んでいくなど、住宅の質的向上に努める必
要があります。

○地域特性に応じた良好な居住環境の形成を推進
するとともに、安全で良質な住宅ストックやだれ
もが安心して暮らせる居住の安定の確保を図り、
多様な居住ニーズに対応できる環境づくりを進め
ます。

【市民意識調査結果（速報値）】 問15-③
「あなたは、道路の草取り・清掃や側溝の泥上げ、

また公園の草取り・清掃や花植えなど、公共イン

フラの維持管理活動に参加したことがあります

か」

１.参加したことがある [21.8％]

２.この1年ではないが、

参加したことがある [16.2％]

３.参加したいと思っているが、

参加したことはない [36.3％]

４.参加したいと思わない [20.5％]

５.その他 [2.8％]

無回答 [2.4％]

⇒上記、課題（案）に包含

【市民意識調査結果（速報値）】 問15-④
「あなたは、青森市は良好な景観が形成されてい

ると思いますか」

１.大いにそう思う [3.6％]

２.どちらかといえばそう思う [29.1％]

３.どちらともいえない [39.0％]

４.あまりそう思わない [22.2％]

５.全くそう思わない [3.9％]

無回答 [2.2％]

⇒上記、課題（案）に包含
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第1回分科会での御意見
分科会での御意見等を踏まえて

修正・整理した課題（案）
（下線部分：修正・追加箇所）

課題（案）から整理した
目指すべき方向性（案）

【事務局案】

①今後の課題

これまでの総合計画に基づく施策の取組に関して
各部局から出された課題と踏まえるべき環境変化

【まちづくり】

【広域交通の充実】

○広域交通の要衝としてのさらなる機能の発揮に
向け、新幹線、高速道路などの高速交通網をはじ
め、鉄道、空港、港湾それぞれの機能充実と連携
強化を進める必要があります。

○広域交通の要衝としてのさらなる機能の発揮に
向け、新幹線、高速道路などの高速交通網をはじ
め、鉄道、空港、港湾それぞれの機能充実と連携
強化を進める必要があります。

○道路、鉄道、空港、港湾それぞれの機能充実と
連携強化を図ります。

【域内交通の充実】

○人口減少・超高齢化社会の進展や都市構造の変
化に対応し、将来にわたって公共交通ネットワー
クを持続させる必要があります。

○市民の利便性を確保するための道路整備と交通
システムの構築を考えていくところに力点を置い
てほしい。⇒【課題に反映】

○人口減少・超高齢化社会の進展や都市構造の変
化に対応し、誰もが円滑に移動することができ、
将来にわたって持続可能な公共交通ネットワーク
を構築する必要があります。

○都市づくりと連携しながら、公共交通機関の相
互連携や利便性の向上により、将来にわたって持
続可能な公共交通ネットワークの形成を図りま
す。

【快適な道路交通環境の確保】

○計画的に道路整備を進めるとともに、積雪時の
歩行空間の確保はもとより、年間を通じて誰もが
安全で快適に移動できる道路交通環境の確保を図
る必要があります。

○計画的に道路整備を進めるとともに、積雪時の
歩行空間の確保はもとより、年間を通じて誰もが
安全で快適に移動できる道路交通環境の確保を図
る必要があります。

○安全で快適に移動することのできる道路交通環
境の確保を図ります。

②踏まえるべき環境変化

○青森空港旅客ターミナルビルリニューアル増改
修工事（平成30年度末）

○新中央埠頭・クルーズ船旅客ターミナルの整備
（平成30年度末）

○クルーズ船の大型化への対応

【市民意識調査結果（速報値）】 問11-③
「あなたは、青森市内においてバス、鉄道などの

公共交通機関が利用しやすいと思いますか」

１.大いにそう思う [5.3％]

２.どちらかといえばそう思う [24.3％]

３.どちらともいえない [23.8％]

４.あまりそう思わない [30.5％]

５.全くそう思わない [14.9％]

無回答 [1.2％]

⇒上記、課題（案）に包含
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〔⾏政分野：防災・雪対策〕

第1回分科会での御意見
分科会での御意見等を踏まえて

修正・整理した課題（案）
（下線部分：修正・追加箇所）

課題（案）から整理した
目指すべき方向性（案）

【事務局案】

①今後の課題

【市民防災の促進】

○自主防災組織結成率を引き続き増加させる必要
があります。

○市民の防災意識の高揚を図るとともに地域にお
ける効果的な防災活動の推進のため、自主防災組
織結成率を引き続き増加させる必要があります。

○消防団員の確保が必要です。 ○消防団は、地域密着性・要員動員力・即時対応
力等の特性を活かし、地域防災の中核として重要
な役割を担っているが、近年、消防団員の減少や
高齢化等が進んでいるため、消防団員の確保が必
要です。

【災害防止対策の推進】

○全国的に記録的な大雨による災害被害が発生し
ていることや、本市においても豪雨の際には依然
として、災害被害が発生していることから、今後
も引き続き、災害に強い都市基盤の整備に向け、
計画的な施設整備を進める必要があります。

○全国的に記録的な大雨による災害被害が発生し
ていることや、本市においても豪雨の際には依然
として、災害被害が発生していることから、今後
も引き続き、災害に強い都市基盤の整備に向け、
計画的な施設整備を進める必要があります。

○災害時において、市民の生命と財産を守るた
め、災害に強い都市基盤整備を進めます。

これまでの総合計画に基づく施策の取組に関して
各部局から出された課題と踏まえるべき環境変化

各⾏政分野の課題（案）及び目指すべき⽅向性（案）【第４分科会】

○災害時において、市民の生命と財産を守るた
め、官民一体となった自助・共助・公助による地
域防災体制の強化を図ります。

【防災・雪対策】

【市民意識調査結果（速報値）】 問14-①
「あなたは、青森市は災害への備えが十分な街だ

と思いますか」

１.大いにそう思う [1.4％]

２.どちらかといえばそう思う [7.6％]

３.普通 [45.1％]

４.あまりそう思わない [37.8％]

５.全くそう思わない [7.1％]

無回答 [1.1％]

⇒上記、課題（案）に包含

【市民意識調査結果（速報値）】 問14-②
「あなたは、いつ起こるかもしれない地震などの

災害に対して、家庭内で十分な備えをしています

か」

１.十分な備えをしていると思う [1.6％]

２.十分ではないが、ある程度の

備えはしていると思う [36.5％]

３.必要性は感じているが、

備えはしていない [52.2％]

４.特に考えていない [8.1％]

無回答 [1.7％]

⇒上記、課題（案）に包含
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第1回分科会での御意見
分科会での御意見等を踏まえて

修正・整理した課題（案）
（下線部分：修正・追加箇所）

課題（案）から整理した
目指すべき方向性（案）

【事務局案】

①今後の課題

これまでの総合計画に基づく施策の取組に関して
各部局から出された課題と踏まえるべき環境変化

【防災・雪対策】

【克雪体制の整備】

○除排雪事業者、地域等と連携のもと、効率的・
効果的な雪対策を推進する必要があります。

○除排雪事業者、地域等と連携のもと、効率的・
効果的な雪対策を推進する必要があります。

○地域・除排雪事業者・行政が連携し、効率的・
効果的な除排雪を推進するとともに、市民が共に
支え合い助け合う雪対策を促進します。

○市民の雪処理へのニーズの多様化や、高齢者世
帯の増加に伴い、共助の仕組みによる雪対策の充
実が求められています。

○市民の雪処理へのニーズの多様化や、高齢者世
帯の増加に伴い、共助の仕組みによる雪対策の充
実が求められています。

【空家等対策の推進】

○適正な管理がなされていない空家等は、市民生
活に影響を及ぼすことから、対策を推進する必要
があります。

○空家等の適正な管理を促進することにより、市
民が安全で安心に暮らすことができる生活環境の
確保を進めます。

②踏まえるべき環境変化

【市民意識調査結果（速報値）】 問16-①
「あなたは、青森市は雪への備えが十分な街だと

思いますか」

１.大いにそう思う [3.6％]

２.どちらかといえばそう思う [19.0％]

３.普通 [27.2％]

４.あまりそう思わない [34.8％]

５.全くそう思わない [13.5％]

無回答 [1.8％]

⇒上記、課題（案）に包含

【市民意識調査結果（速報値）】 問16-④
「青森市は、除雪活動に対しボランティアポイン

ト制度などにより支援を行っています。あなたは、

除雪ボランティア活動に参加したことがあります

か」

１.よく参加している [0.6％]

２.何度か参加したことがある [2.2％]

３.一度だけ参加したことがある [1.2％]

４.機会があれば参加したい [37.3％]

５.参加したいと思わない [54.8％]

無回答 [3.9％]

⇒上記、課題（案）に包含
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〔⾏政分野：環境〕

第1回分科会での御意見
分科会での御意見等を踏まえて

修正・整理した課題（案）
（下線部分：修正・追加箇所）

課題（案）から整理した
目指すべき方向性（案）

【事務局案】

①今後の課題

【陸奥湾資源の保全】

○陸奥湾の水質環境を保全していくため、沿岸市
町村や関係団体と連携した取組を強化していく必
要があります。

○陸奥湾の水質環境を保全していくため、沿岸市
町村や関係団体と連携した取組を強化していく必
要があります。

○陸奥湾沿岸市町村や関係団体と一体となった環
境保全への取組を推進し、陸奥湾資源の保全を図
ります。

【身近な里山の保護】

○豊かで美しい自然環境を守り、将来世代に引き
継いでいくため、市民の自然保護意識の醸成を図
る必要があります。

○豊かで美しい自然環境を守り、将来世代に引き
継いでいくため、市民の自然保護意識の醸成を図
る必要があります。

○自然環境を守り育てる活動の充実や自然保護意
識の醸成を図るとともに、八甲田山系から身近な
里山まで、豊かな森を将来世代に引き継いでいく
ため、自然環境の保護を図ります。

【再生可能エネルギーの導入・省エネ活動の促進】

○温室効果ガス排出量は着実に減少しています
が、地球温暖化対策として、引き続き啓発活動等
を行う必要があります。

○温室効果ガス排出量は着実に減少しています
が、地球温暖化対策として、引き続き啓発活動等
を行う必要があります。

○再生可能エネルギー等の普及促進、省エネル
ギー行動の推進などに取り組むことにより、温室
効果ガス排出量の削減を図り、地球温暖化対策を
推進します。

これまでの総合計画に基づく施策の取組に関して
各部局から出された課題と踏まえるべき環境変化

各⾏政分野の課題（案）及び目指すべき⽅向性（案）【第４分科会】

【環境】

【市民意識調査結果（速報値）】 問18-①
「あなたは、陸奥湾の環境は守られていると思い

ますか」

１.大いにそう思う [2.2％]

２.どちらかといえばそう思う [20.6％]

３.普通 [49.8％]

４.あまりそう思わない [21.1％]

５.全くそう思わない [3.2％]

無回答 [3.2％]

⇒上記、課題（案）に包含

【市民意識調査結果（速報値）】 問17-②
「あなたは、この1年間に、ごみ拾いや植林活動

などの自然保護活動に参加したことがあります

か」

１.参加したことがある [8.4％]

２.この1年ではないが、

参加したことがある [14.5％]

３.参加したいと思っているが、

参加したことはない [46.9％]

４.参加したいと思わない [27.6％]

無回答 [2.6％]

⇒上記、課題（案）に包含
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第1回分科会での御意見
分科会での御意見等を踏まえて

修正・整理した課題（案）
（下線部分：修正・追加箇所）

課題（案）から整理した
目指すべき方向性（案）

【事務局案】

①今後の課題

これまでの総合計画に基づく施策の取組に関して
各部局から出された課題と踏まえるべき環境変化

【環境】

【適正な汚水排除・処理の確保】

○公共下水道等の整備は進んでいますが、既設の
老朽管の対策が必要です。

○下水道認可区域以外の地区においては、合併処
理浄化槽の設置を促進する必要があります。

【公害対策の推進】

○環境基準は概ね達成していますが、依然として
公害苦情はあることから引き続き対策を行う必要
があります。

○環境基準は概ね達成していますが、依然として
公害苦情はあることから引き続き対策を行う必要
があります。

○生活環境の保全を図るため、環境基準の達成状
況の調査や事業者への指導などの公害監視活動を
継続するとともに、市民や事業者に対する意識啓
発を進めます。

【ごみの減量化・リサイクルの強化】

○全国と比較して1人1日当たりのごみ排出量は多
く、リサイクル率は低いことから、ごみ減量化・
資源化に向けた効果的な対策を推進する必要があ
ります。

○全国と比較して1人1日当たりのごみ排出量は多
く、リサイクル率は低いことから、ごみ減量化・
資源化に向けた効果的な対策を推進する必要があ
ります。

○家庭や事業所から出るごみの減量化・資源化に
向けた効果的な対策、意識啓発強化を推進しま
す。

○市民及び事業者のごみ減量化・資源化に向けた
意識啓発強化を行う必要があります。

○市民及び事業者のごみ減量化・資源化に向けた
意識啓発強化を行う必要があります。

【適正な廃棄物処理の確保】

○不法投棄をなくすため、より効果的な対策が必
要です。

○市だけではなく、県も含めて進めていくべき。
⇒【方向性に反映】

○不法投棄をなくすため、より効果的な対策が必
要です。

○不法投棄をなくすため、関係機関と連携しなが
ら、不法投棄をさせないための環境づくりや廃棄
物の適正処理に関する啓発活動を積極的に推進し
ます。

②踏まえるべき環境変化

○汚水処理に係る水洗化の促進や下水道施設等の
機能確保などにより、公共用水域の水質を保全
し、衛生的な生活環境の確保を図ります。

○公共用水域の水質を保全するため、合併処理浄
化槽の設置など汚水処理施設の普及により水洗化
の促進を図るほか、下水道施設等の老朽化対策に
より機能を確保する必要があります。

（参考）

・1人1日当たりのごみ排出量 H28全国925ｇ、

青森市1,044ｇ

・リサイクル率 H28全国20.3％、青森市

16.5％

（参考）

・1人1日当たりのごみ排出量 H28全国925ｇ、

青森市1,044ｇ

・リサイクル率 H28全国20.3％、青森市

16.5％
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